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中学校体育の授業における協同的な探究づくり 
－ 経験学習サイクルを通して － 
 
学習開発分野（18220912）佐 藤 裕 行 
 
本研究は，協同的かつ探究的な学びの中で保健体育の授業における言葉のやりとりを，
「体感」と密接につながった「身体知」のやりとりへと転換する上での実践的課題を明ら
かにし，それを打開する手がかりをつかむことを目的とした。その結果，身体知の学び合
いへ転換するためには，他者が実践者の体感を探りにいく，または当てにいく思考になっ
ているかが鍵であり，同時に身体知の学び合いを実現するための足場かけに難しさがある
ことを見出すことができた。 
 
［キーワード］ 協同的な学び，経験学習理論，身体言語，身体知 
 
１ はじめに 
(1)研究の主題と目的 
言語活動が重視されて以降，保健体育の授業に
ついて「話し合いあって，学び合いなし」(梅澤
2016)という状況が増えており，「話し合い」を「学
び合い」へと転換することが課題であると指摘さ
れている(岡野・佐藤 2015)。筆者の経験において
も，学習カードを使用する，また，話し合い場面
を設定するなどを試みてきたが，それらが生徒一
人ひとりの技の学びにどのようにつながっている
のか疑問を感じながら実践してきた。 
「話し合い」を「学び合い」へと転換する際の
鍵となる概念が「身体言語」，「身体知」である。
岡野・佐藤(2015)は，体育において「身体言語」
の「訊き合い」を実現することの重要性を指摘し
ている。諏訪(2016)によると,「身体言語」，「身体
知」は，一人ひとりの体感と切っても切り離せな
い関係にあり，「身体知」の体得は，体感したこと
の言語化と，身体での実践の繰り返しによって実
現される。 
よって本研究では，保健体育の授業における言
葉のやりとりを，「体感」と密接につながった身体
知のやりとりへと転換する上での実践的課題を明
らかにすると共に，それを打開する手がかりをつ
かむことを目的とした。 
(2)先行研究の検討 
①技の学び 
岡野・佐藤(2015)は保健体育における対話的な
学びの一つの大切な考え方として，「学習者を変え
る」ことから，「学習者が相互作用する環境を変更
する」ことの重要性を指摘している。その環境の
中でも特に「身体言語」の「訊き合い」，すなわち，
他者と共に探り合う場の設定が重要である。その
相互作用の際に重要視されているのが，「身体言語」
である。技の学びにおいては，ただの言語による
コミュニケーションが生まれる場をつくることで
はなく，一人ひとりの体感と密接につながった「身
体言語」を交流することが必要であるという。諏
訪(2016)によると,技を実現している身体知の学
びには，「体感したことの言語化」をしながら，「身
体での実践」を繰り返すことが必要だという。 
②経験学習理論 
こうした繰り返しの中で起こる学びをどのよう
にとらえたらいいだろうか。コルブ（D.A.Kolb1984）
は，技の学びのように，暗黙にできてしまってい
ることを学ぶ過程についてとらえる際に，経験学
習理論を示している。コルブ（D.A.Kolb1984）に
よると，技の学びのように，できてしまう(できて
しまっている)といった事態の中で学びが展開す
る際の難しさは，それを「連続的変換的」，すなわ
ち，学ぶことを偶然にすることなく，積み重ねに
変えていくことにあるという。そのため，コルブ
（D.A.Kolb1984）は「経験学習サイクル」(図１)
の中に学び手を参加させる必要があると指摘する。
コルブ（D.A.Kolb1984）は，経験の中で伴う学習
を，「具体的経験」(図表中ではＣＥ)，「反省的観
察」(図表中ではＲＯ)，「抽象的概念化」(図表中
ではＡＣ)，「能動的実験」(図表中ではＡＥ)の大
きく４つの要素で説明する。具体的な経験からの
学習によって導かれた概念やアイディアは固定
 
的・普遍的なものではなく，観察，概念化，実験，
そしてその先のさらなる経験によって再構築され
たり修正されたりするという継続性を保障する必
要があるという。 
「体感したことの言語化」をしながら「身体で
の実践」を繰り返す過程において，学習者が出会
う困難や，その困難を引き起こしてしまっている
教師の働きかけ，さらには，必要となる教師の働
きかけを探る上で，このサイクルの４つの要素に
着目することは，保健体育の学び合いに重なるも
のであると考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)研究の方法 
 主題に迫るために，次の課題を設定した。①身
体を動かしながら訊き合い，それを繰り返すとい
う学び方について確認すること。②身体知を他者
と共有することが知識の構築や技能の習得の可能
性にどのような影響を与えるのかを見出すこと。
③話し合いを身体知の学び合いへ転換するための
鍵はどこにあるのかを分析することである。分析
の対象は，筆者の教職専門実習Ⅰ・Ⅱにおける山
形市内Ａ中学校と同市内Ｎ中学校の授業実践での
授業記録をもとに検証していく。なお，生徒の名
前は全て仮名である。 
 
２ 授業実践 
授業者：佐藤裕行 
・実習Ⅰ 単元名：器械運動「マット運動」 
対 象：第３学年 
１・２年時の学習で学んだ技を振り返りながら
３年生としてより良くできる技を選択し，組み合
わせることを目標とした。学びの展開は，選択し
た技の系統ごとにグループを組み，オノマトペや
i-pad，見本動画を活用しながら教師と生徒，教材
と生徒，そして生徒同士がつながりながら協同的
な学び合いの実践を通して技能の習得を目指した。 
・実習Ⅱ 単元名：球技「サッカー」 
対 象：第１学年 
 サッカーにおける中心的なおもしろさ(文化的
な価値)を，「ゴールまでパスをつなぐ(ボールを運
ぶ)」ことにあると捉え，シュート局面に至るまで
の攻防のおもしろさを子どもたちが味わえるよう
に，技能の内容はパスに着目し，授業を構成した。
しかし，球技が苦手な生徒は，動きの判断状況の
変化への対応能力が低いことから，ただボールを
追いかけているだけのプレイに終始してしまいが
ちである。そこで，ボールを保持している場合や，
ボールを保持していない場合の動き方，空いてい
る空間を活かした攻撃の仕方について，単元を通
して常に考え，判断し，プレイできるように身体
と言葉を使って考えさせるようにした。また，気
づいたことや感じたことをグループで話し合い，
それを検証し，グループカードにまとめるという
活動を通して，サッカーの特性に触れ，仲間と交
流しながら互いに技能の習得を目指した。 
 
３ 授業場面の考察 
・実習Ⅰ 
技を成功させるポイントを授業者が直接教える
のではなく，生徒同士で教え合っている場面。 
【エピソード１ グループ活動で突然ハンドスプ
リングができた女子生徒がいた場面】 
ユウキ：今のなんでできたんだ。謎なんだけど。 
ハナノ：足ついた瞬間にぐーんて起きてたよ。手 
は，おーんってなってた。 
ユウキ：これはどういうことだろう。 
ハナノ：謎だねー，謎，なぞ。 
ユウキ：(もう一度挑戦したが次は失敗） 
ってか背中痛いから 
授業者：（全員のハンドスプリングを見た後）つぶ
れてしまう人が多いけど，つぶれないた
めにはどこに力を入れたらいいかな。 
ハナノ：全身かな。腕かな。 
授業者：背中からつぶれないためにはどうしたら 
良さそうかな。 
ハナノ：バンッてブリッジなったときの手の幅が 
広いから倒立したときに支えられなくな 
るんじゃないのかな。 
リンカ：ねーねーハンドスプリングって教科書の 
どこに書いてあるんだっけ。 
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タマオ，リンカ：(２人で教科書を確認しだす) 
タマオ：見てて思ったんだけど右足左足がバラバ 
ラだからできるだけ一緒にしたらいいか 
なと思った。 
ユウキ：そっか。やってみる。 
ハナノ：踏ん張りだよ。（しかし，またつぶれる） 
タマオ：やっぱ足が遠すぎるからなんだよ。 
アイミ：ブリッジのこつ私分かった！教えようか。 
リンカ：お願いします。 
アイミ：ブリッジのときに肩甲骨が大事。ここを 
開くんだ。（胸を開いて肩甲骨を閉じる） 
ユウキ：私にも教えて。 
アイミ：ブリッジのときに肩甲骨が大事。ここ（今
度は肩甲骨を触らないで）を閉じるんだ。 
ユウキ：ほんとだ。楽だ。肩甲骨に力を入れると 
めっちゃ開いて楽だね。 
 
 
〈感覚を探り，体感を当てにいく言葉〉 
 第三者の視点，つまり実践者を他者が客観的に
観た視点での言葉のやりとりから始まり，徐々に
ポイントが実践者の身体の部位に絞られた。そし
て最後は「肩甲骨を閉じる」「肩甲骨に力を入れる」
という実践者の身体の内側から主観的な視点に置
き換えて感覚を探り，体感を当てにいくような言
葉のやりとりが身体を動かしながらグループ内で
行われた場面である。このエピソードで重要な点
は，一つ目が，言葉の連なりが「体感」のやりと
りであること。二つ目が，そのやりとりが，身体
を動かしながら行われていること。三つ目が，他
者と共に実践するからこそ実現している身体知の
やりとりになっていることである。実践者よりも
他者が関わろうとしていることが興味深く，生徒
同士がつながり，身体知の共有を通じて技能習得
の可能性を感じることができた。 
・実習Ⅱ 
 「仲間と工夫してパスをたくさんつなごう」と
いう単元を貫く目標と，運動や動きが「できる」
「できない」ではなく，「訊き合い」「学び合い」
の中で，「わからない」や「何となくわかってきた
けど，まだしっくりこない」の状態から「わかっ
た」「なんかできそうだ」などへの自分の変化や気
づきを積み重ねていくこと。また仲間と協力して
課題を解決していく姿を目指すことを説明し授業
を開始した。 
 ハンドパスを組み入れながら，対面パスや移動
パスを行い，運動の中心的なおもしろさの「パス
をつなぐこと」に近づくことをねらいとした。ま
た，グループごと「パスをたくさんつなぐために
蹴り方や動き方をどのようにしたらよいか」とい
う訊き合い・学び合いの中で立てた仮説に対して
検証をしてみるという活動を繰り返し行った。そ
の際，グループの学び合いが目に見える形で残る
ようにホワイトボードを準備し，タスクゲームを
行った。タスクゲームとは，ゲームにおける技能
を高めるために，特定の課題が焦点化されるよう
に修正されたゲームのことである。 
 
 人数 課題 
① ３対０ 
 
・ボールを持っていない人の動
き方を考える。 
・空いているスペースを見つけ
て走り込んでパスを受ける。 
② ３対１ 
 
・ゲームの中でパスをつなぎな
がら攻防する。 
 
【エピソード２ ボール操作に関する場面】 
対面パスを行っている際，ハルナさんは「ボー
ルがまっすぐいかない」と課題に直面していた。
同じ班のハルト君は「ここ，足の内側で蹴るんだ
よ」「軸足を相手の方へ向けるとボールがまっすぐ
いくよ」と実際にボールを蹴りながら説明してく
れた。またユウコさんが「ボールを蹴るとき一歩
踏み出すと蹴りやすいかも」とアドバイスする場
面が見られた。ハルナさんの振り返りシートには
「今までインサイドキックが難しくてできなかっ
たためつま先で蹴っていた。友達にインサイドキ
ックのこつを教えてもらって前より上手くできる
ようになった」と記載されていた。 
 
 
〈体感の言語化〉 
 ボール操作の学び合いが行われた場面である。
ハルト君は「内側」という言葉だけでは相手に伝
わっていない感覚があったのか，「内側ってここだ」
と身振り手振りで示しながら伝えようとする姿が
見られた。ハルト君が自分の「内側」という感覚
を，言葉とセットにして相手に伝えようとしてい
る姿から身体知と解釈できる。しかしハルナさん
がハルト君の言葉をどのように受け取り，自分の
体感に近づけようとしたのかが身体知のやりとり
において重要であり，振り返りシートの記述から
だけでは読み取ることができない。 
【エピソード３ 教師の言葉】 
授業者は授業実践のグループ活動を進める際，
当初「話し合ったことを練習してみよう」という
言葉を使っていたが，途中から「グループで立て
た仮説を検証してみよう」という言葉に変えた。 
言葉が生徒たちに与える印象に大きな違いが生
まれ，話し合い(仮説)と運動(検証)のつながりが
明らかに変わったのと同時に，話し合いの形骸化
によってボール遊びをしてしまう生徒が少なくな
る効果があった。 
 
〈言葉が生徒たちに与える影響〉 
 実習Ⅱでの実践において，学習者はグループで
の話し合い活動後「なんとなく練習」をしてしま
う実態が見えた。経験学習サイクルの視点から考
えると，「能動的実験」になっておらず「具体的経
験」をつくることに失敗していると言える。「仮説
－検証」という言葉は，「練習」を「能動的実験」
へと変化させ，「抽象的概念化」と「具体的経験」
を結びつける役割を果たした。 
 
４ おわりに 
本研究を通して，これまでの保健体育の授業に
おいてグループでの話し合いの内容が反映されな
いまま次の活動，つまり形式的な練習を行ってい
るという実態が見えてきた。「話し合いあって学び
合いなし」という保健体育科が抱えている問題を
解決するためには，経験学習サイクルにおける反
省的観察と抽象的概念化の場面での訊き合いを，
身体を動かしながらの能動的実験につなげ，それ
を繰り返すことが重要であることが見えてきた。
そしてその過程において身体知を他者と共有し合
うことが知識の構築と技能の習得の可能性を広げ
ることを裏付けることができた。一方で，身振り
手振りを交えながら，自分の感覚もセットにして
言葉で伝えようとしている姿は見られても「なぜ
自分はその技能ができるのか」ということを体感
レベルで語るまでには至らず，結果的に身体知と
して踏み込んだやりとりまでには到達できていな
い場面も多かった。しかしアドバイスを仲間から
受け，その動きを試すことにより自分の動きと他
者との違いを理解しようとする様子が見られた。
このことから考えると，話し合いを身体知の学び
合いへ転換するためには，エピソード１とエピソ
ード２との比較からうかがえるように，他者が実
践者の体感を探りに，または当てにいく思考にな
っているかということと，実践者も他者の体感を
イメージしながら自分の体感に近づけようとする
思考になっているかが鍵となる。それと同時に，
ここに身体知の学び合いを実現する難しさがある
ことを見出すことができた。 
以上を踏まえて，今後はより細かなエピソード
を見取りながら，生徒同士が互いに「体感」と密
接につながった身体知の捉え方や受け取り方の思
考となるような足場かけを模索したい。そしてな
ぜ「わかった」のか，なぜ「しっくりきた」のか
という体感レベルでの学びの中から，知識の構築
や技能の習得のきっかけとなる身体知の所在を明
確にした授業づくりに挑戦していきたい。 
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